
■ 臨床美術士に関する資格規定  

■日本臨床美術協会「臨床美術士」資格認定規定■■■■■■ 

 

第 １ 条    本協会「臨床美術士」の資格認定は、本規定に基づいて行う。  

第 ２ 条 資格審査は臨床美術士として必要な知識、技能、資質等を有しているかど

うかについて行う。 

第 ３ 条     資格認定を申請する者は、次の各項すべてに該当しなければならない。  

１.    協会の資格認定会員である者。 

２.    協会が認定する指定校の臨床美術士養成講座、臨床美術講座を修

了している者。 

３.    指定校の臨床美術士養成講座の修了書の発行日又は当協会が認め

る大学機関等における臨床美術講座の単位の取得日から 3年を経過

していない者。 

第 ４ 条  資格認定を申請しようとする者は、申請書と審査料を添えて資格認定委員

会宛に申請する。 

第 ５ 条      資格認定の審査は各級、次の通りとする。 

１級  原則として年１回、申請を受け付ける。 

２級 原則として年２回、申請を受け付ける。 

３級 原則として年２回、申請を受け付ける。 

４級 養成講座終了後、随時申請を受け付ける。   

５級 養成講座終了後、随時申請を受け付ける。 

第 ６ 条      資格審査は各級、次の通りとする。 

１級  ・一次審査：書類審査（業績書、論文、オリジナルプログラムオリジナ

ル作品） 

    ・二次審査：面接、現場審査 

 ２級  書類審査（活動業績リスト）  論文審査  作品審査     

オリジナルアートプログラム、および参考作品審査  面接審査 

 ３級  臨床美術実施報告書審査  面接審査 

                 ４級  小論文審査  課題作品審査 

  ５級  書類審査 



第 ７ 条  資格審査は、前条の各審査に基づき資格認定委員会の判定をもとに当協

会において認定の判断をする。 

第 ８ 条  資格取得については、常任理事会の推挙をうけ資格認定委員会によって

資格認定される場合もある。 

第 ９ 条   資格認定試験料は次の通りとする。（税別） 

１級 １５０,０００円   ４級 ４５,０００円 

２級 １００,０００円   ５級 ２０,０００円 

３級 １００,０００円 

第 １０ 条    認定を受けた者は、協会臨床美術士名簿に登録される。登録された者に

は認定証を交付する。資格の有効期限は５年（休会の期間を除く）とし、更

新規則細則に定める手続きを経て更新することができる。 

附 則  １.   本規定は２０１１年４月１日より発効する。 

２.   本規定の改正は常任理事会の議を経て、理事会の認定を得るものと 

する。 

３.   本規定は２０１３年１０月１日より施行する。 

４.   本規定は２０１６年５月２２日より施行する。 

５.   本規定は２０１９年３月２９日より施行する。 

  



■日本臨床美術協会「臨床美術士」資格更新規則■■■■■■ 

 

第 １ 条  本別項は日本臨床美術協会（以下「協会」という）の制定する臨床美術士資

格認定規定第１０条によりこれを定める。 

第 ２ 条  臨床美術士は、その資格認定を得た後も協会の資格認定会員の地位にあ

ることを必要とし、単位の取得も資格認定会員に限る。 

第 ３ 条  臨床美術士はその資格認定を得た年度より５年目の更新申請日までに認

定級の必要単位以上を取得していなければならない。更新申請日までに必

要な単位の詳細については別途細則において定める。 

＊ただし、休会届を提出したものは、休会の期間を除くものとする。 

第 ４ 条  臨床美術士は第３条に定める期間の経過後も引き続き５年ごとの期間に第

２条および第３条に定める内容と同様の単位を取得していなければならな

い。 

 第 ５ 条  １.   協会が別に定める書式により、臨床美術士は第３条または第４条に定 

める内容に沿って定められた期日までに所定の手続きを行うものとす 

る。添付書類として別途定める細則に規定された証明書の現物または 

コピーを必要とする。 

  ２.   第３条による単位が特別な事情により不足する場合は、猶予申請をす 

ることができる。 

  ３． 定められた期日までに資格更新のため所定の手続きが行われない場 

合は、資格を放棄したものとみなされる。 

第 ６ 条  資格更新については、当協会の資格更新通知をもって更新がされたものと

する。 

第 ７ 条  この別項の改廃は、資格認定委員会の議決を経て、協会理事会において、

出席者の過半数により議決される。但し、可否同数の場合は、議長の決す

るところによる。 

附  則  １.    この別項は２０１１年４月１日より施行する。 

２.    この規則は２０１２年５月２６日より施行する 

３.    この別項は２０１６年５月２２日より施行する。 

４.    この別項は ２０２４年４月１日より施行する 



■日本臨床美術協会「臨床美術士」資格更新細則■■■■■■ 

 

第 １ 条  本細則は、日本臨床美術協会（以下「協会」という）の制定する臨床美術士

資格認定規定ならびに臨床美術士資格更新規則第３条によりこれを定め

る。 

第 ２ 条 臨床美術士資格更新規則第３条でいう必要単位は次の通りとする。 

臨床美術士 認定級 ５級 ４級 ３級 ２級 

必要単位 ２０単位 ４０単位 ６０単位 ８０単位 

 

第 ３ 条  臨床美術士資格更新規則において取得できる単位は、日本臨床美術協会

が別に定める「臨床美術士資格更新制度単位一覧」によるものとする。 

なお、当該一覧における単位項目の追加、削除又は変更については、日

本臨床美術協会資格認定委員会で審議決定し理事会に報告するものとす

る。 

  



■日本臨床美術協会「臨床美術士」資格更新猶予規定■■■■ 

 

第 １ 条  この規定は日本臨床美術協会臨床美術士資格更新規則第５条に基づ 

き資格更新の猶予について定める。 

第 ２ 条  猶予の対象は次の２つに分ける。 

１． 期間中に申請したが単位不足の場合。 

  ２． 長期療養、家族の介護、妊娠、出産、育児期間中、研究、海外留学 

など、やむを得ない事情により申請が不可能な場合。 

＊猶予は１更新期間に１回限り認められる。 

第 ３ 条  単位不足、書類不備の場合は、次のように措置する。 

１． 申請猶予を認める。 

２． 猶予期間は次回更新までの５年間とする。 

３． 猶予期間中は協会の資格認定会員として継続している場合は、臨床 

美術士を呼称することができる。 

４． 猶予期間中の不足単位数を次の５年間に加算して申請することがで 

きる。 

第 ４ 条  長期療養、家族の介護、妊娠、出産、育児期間中、研究、海外留学など、

やむを得ない事情により申請が不可能な場合は次のように措置する。 

１． 更新手続き期間中に更新申請書に理由を記載し、資格認定委員会あ 

てに提出をする。 

 ２． 猶予期間は次回更新までの５年間とする。 

３． 猶予期間中は協会の資格認定会員として継続している場合は、臨床 

美術士を呼称することができる。 

４． 猶予期間中の不足単位数を次の５年間に加算して申請することができ 

る。 

 ５． 猶予期間を過ぎ、更新申請提出のない場合は、臨床美術士の資格を

失う。 

第 ５ 条  臨床美術士資格を失った者が、資格の再取得を希望する場合は、改めて

資格申請をしなければならない。 

附  則  本規定は２０１１年４月１１日より発効する。本規定の改正は常任理事会の

議を経て、理事会の認定を得るものとする。 


